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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

〇 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、研究代表者らが世界に先駆けて開発してきた「細胞ファイバ」について、汎用的な製造法・

培養法の確立と応用展開を狙った研究開発を目的としている。 

研究は順調に進捗しており、製造では螺旋状・鎖状・数珠状・多層ファイバの形成法やピラー・メッ

シュ構造作製法の確立、培養では因子分析による培養環境の最適化を達成している。応用展開では基礎

生物学、臓器チップ、細胞チップへの応用に着手するとともに、新たに生じた問題点の解決法の検討や

新たにバイオロボティックスへの応用も進んでいる。なお、研究組織や研究者間の協力は良好で、活発

な国際的発表活動も評価できる。 


